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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，人類が熱帯林の中に棲まうことの多様性と意味を，
情報的，社会的環境をも視野に入れた広義の生態学視点に立って明らかにしていくことである。
これまで京都大学を中心とする日本の研究者が長期にわたって調査をおこなってきたカメルー
ン東南部の熱帯林を中心に，「生態環境」「情報環境」「社会環境」の 3 つの軸に沿って研究を
遂行した。この地域にはピグミー系狩猟採集民と，バントゥー系農耕民が居住しているが，両
者の熱帯林環境での「棲まい方」は「共存」か「改変・開拓」かという形でおおきく異なって
いた。本研究で得られた知見は，21 世紀に人類が地球上で「棲まう」やり方について重要なヒ
ントを与えるものだと考える。具体的な知見は，研究終了時に刊行した「森棲みの生態誌」「森
棲みの社会誌」の 2 冊の論文集にまとめた。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the diversity and meaning of the human 
dwelling pattern in the tropical rain forest, from the viewpoint of ecology in the broader 
sense, including informational and sociological aspects. So far, Japanese researchers center 
on Kyoto University have been conducting long-term research in African rain forests, 
especially in South-East Cameroon. In this study we carried out the research mainly in this 
area, along the following 3 axes: “ecological environment”, “informational environment”, 
and “social environment.” There live “Pygmy” hunter-gatherers and Bantu farmers in this 
area, and the way of dwelling of these two groups so much differ. I.e. Pygmies live 
coexistent with the forest, but farmers change and exploit the forest, on the contrary. These 
ways of dwelling will provide some light on how the humans dwell on this planet in 21st 
century. The results of this study were collected up in the two books: “People, Nature and 
History of African Tropical Forests I: From Ecological Perspectives,” and “People, Nature 
and History of African Tropical Forests II: From Sociological Perspectives” published in 
2010. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者(木村)は，これまでのアフリカ

熱帯林における研究の過程で，土地の人々が
居住地の微環境を改変し，いわば「新たな生
態環境を創出している」という事例を数多く
観察してきた。しかしそういった知見が，生
態学的な見地から統合的に議論されること
はなかった。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，人類が熱帯林の中に入り，
そこに住まうとき，どのようなやり方でそれ
をおこなっているのか。その多様性と意味を，
情報的，社会的環境をも視野に入れた広義の
生態学視点に立って明らかにしていくこと
である。具体的には，これまで京都大学を中
心とする日本の研究者が長期にわたって調
査をおこなってきたカメルーン東南部の熱
帯林を中心に，そこに住む狩猟採集民と農耕
民の比較を中心に，「生態環境」「情報環境」
「社会環境」の 3 つの軸に沿って，上記の視
点からの調査をおこなっていく。 
 
３．研究の方法 

研究は，これまで研究代表者，分担者たち
が約 20年間にわたって調査を続けてきた カ
メルーン東南部熱帯林，および最近になって
ふたたび調査が可能になったコンゴ民主共
和国においておこなった。調査は，カメルー
ンにおいては京都大学アジア・アフリカ地域
研究研究科が運営してきたフィールドステ
ーション，コンゴにおいてはボノボの調査基
地をベースにした。具体的には，一般的な参
与観察，聞き取りに加えて，自動記録気象計
設置，畑や狩猟活動の位置の GPS 計測，タ
イム・アロケーション調査(他の科研費隊と協
力しておこなう)，現地の人々の食物の記録と
分析，情報環境としての会話や歌と踊りの分
析，農耕民と狩猟採集民，および外部アクタ
ーの社会関係の分析などをおこなってきた。 
 
４．研究成果 

研究成果については，数ヵ月に一度，「中
部アフリカ研究会」などの研究会を開催して
相互に討論をおこなった。またそれらを通じ
て，若手の研究者の育成に努力してきた。 

そこで練り上げられた成果を世に問うた
め，2010 年 3 月に，下に記す二つの論文集

を刊行した。本研究のひとつの中心的課題は，
アフリカ熱帯林に住むピグミーと呼ばれる
狩猟採集民たちと，バントゥー系農耕民の，
森の環境の中への「住まい方」の違いを明ら
かにすることであったが，この 2 冊の論文集
の中で，生態環境，情報環境，社会環境それ
ぞれの側面における，その違いを明らかにす
ることができたと考える。すなわち，狩猟採
集民たちは熱帯林に「包まれ，それらを感じ
て生きる」という構えを持つのに対し，農耕
民たちはそれを「開き，使う」という構えを
持つということである。しかし農耕民におい
てもやはり，自分たちの住み場所は森である
という意識は明確に持っているのである。 
これらの情報は，カメルーン・フィールド

ステーション・ホームページを充実させるこ
とによって積極的に社会に発信するよう努
めている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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〔雑誌論文〕（計 27 件） 

2010 年 3 月に本研究の総まとめとして，
下記の 2 冊の論文集を刊行した。これらに掲
載された論文は，図書としてまとめて記載す
ると個々の情報が失われてしまうため，雑誌
論文に準じて個別に記しておく。なお，これ
らの論文はすべて，編集委員会の査読を経て
掲載されたものである。 
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